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永津幸七先生を偲んで

追悼

白梅学園短期大学林 潔

本学会名誉会員永津幸七先生は， 2010年 9月 17日に

97歳で逝去されました。

先生は大正2年 3月に，現在の宮城県古川市で誕生さ

れました。先生の祖父は地区の町長をされていたと記され

ております。そのようなこともあって，東北新幹線にあと

から古川駅が新設されたことを喜んでおられました。

東京文理科大学(現在の筑波大学)では教育学科で心理

学を専攻されました。ご卒業後に，フルフライト学生とし

てミシガン大学に留学され，マックナイト博士に師事され

ます。

ミシガン大学では，行動主義と認知主義理論とによる教

授法の研究をされました。これは帰国された後のメイン

テーマである，英語教授法の総合的アプロ チの研究として展開します。英語能力測定，英語学習法，教授法

を軸とした研究です。すなわち，英語盟解力と学習技能 (StudySkills)との関係，性格特性との関係を基礎と

して，英語教育における教授法におけるカウンセ リング的アプロ ーチの開発に鋭意努力をされておられまし

た。学習活動を知的過程に比重を置きすぎることなく，学習活動における情緒の影響を考慮しつつ，バランス

のとれたアプロ ーチの方法を開発することを生授の課題とされました。

一般に学習活動は学校では集団の場で行われます。したがって対人関係のスキルの訓練も， 学習活動への援

助としての意味があります。そういうことを背景として，性格特性が学習上の障害になった場合，カウンセ リ

ングによる働きかけが，学生の一般的適応水準を高める。ひいては学習能力の向上に寄与するのだという視点

から，研究と実践を進めておられました。

主な業績は，以下のとおりです。

論文

英語能力の測定東京教育大学心理学教室教育心理学第2集 1951 

英語アチーフメン 卜テスト 金子書房 1951 

発表論文からみた日本心理学の趨勢心理学研究第 23巻2号 1952 

文型学習の心理学的研究 (1) 教育心理学研究 第 15各4号 1967 

同 (2) 教育心理学研究第 16各 3号 1968 

同 (3) 教育心理学研究第 181fi2号 1970 

文章記憶の分析的研究:行動主義理論と認知主義理論による教J受法の比較実験 東京家政学院大学紀要 第

10号 1070

著，編，訳書

教育心理学刀江書院 1958 

人間性の心理学教育出版 1982 

児童心理学金子書房 1951 

女子青年心理学誠信書房 1967 

人間形成の教育心理学 北樹出版 1985 
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ご略歴
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1945年( 20年)
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宮城県古川市生まれ

東北学院英語科卒業

日本基督教団秘書兼会津英学院講師

宮城県石巻商業学校教諭

東京文理科大学入学

応百 陸軍航空適正検査隊等に配属

復員

東京文理科大学教育学科心理学専攻卒業，同研究科に進む

東京文理科大学副手

東京文理科大学助手

東京教育大学助手

東京教育大学講師

東京家政学院大学助教授

フルブライ ト全額支給教授として， 1965年までミシガン大学に在籍

東京家政学院大学教授

愛国学園短期大学教授を兼務(1993年まで)

東京家政学院大学を定年退職

東京家政学院大学名誉教授

以降，東京教育大学，東京学芸大学，茨城大学，工学院大学，昭和女子大学等，非常

勤講師

日本応用心理学会， 日本カウンセリング学会， 日本理論心理学会名誉会員

先生はスポーツマンです。講道館柔道四段を取得され，ミシガン大学時代には，地域の人々に柔道の指導を

されていたそうです。また水泳は水府流一級をお持ちです。

学会関係で知己も多く ，本学会名誉会員でおられた回中熊次郎先生と，よく談笑しておられました。すでに

ご高齢だったお二人の先生のご様子が，特に印象に残っております。また外人の方には，自分の名前は日本語

でラッキー・セフンだよと言っておられました。私とは帰る方向がともに西武新宿線沿線だったために， 会合

の後などよく ζ一緒させて頂きました。

ご自身の信念、としては， I人が，常に健康でありたいと願うのはいつの時代も変わりないが，この揺れ動く不

安の時代に，健康を維持するためには，ただ，食物に栄養を求め， コールフやランニング，スポーツに励むだけ

でよいのだろうか。人は心の栄養となり，こころの糧と心の支柱となる信念、の恨を持たねば，真の健康を造り，

またそれを永く維持する事は難かしいと考えるJI神は，神を愛する者たち，すなわち，ご計画に従って百され

た者たちと共に働いて，万事を益となるようにしてくださることを，私たちは知っている」と記されています。

葬儀は 62年にわたって会員でおられ， また責任役員としての役割を担われた，東京の日本基督教団麻布南

部坂教会で行われました。

次に夫人永沢十和子様の詩集「在りし日々」から何編か引用させて]頁き，結びといたしたいと思います。

花束をかかえて夫帰り来し講義ひとつi成る春のかなしみ

ダビデの詩編互いに(かたみに)夫と読み合えり老いて二人の今日が始まる

見はるかす秩父連山くきやかにときには冨士も病棟の窓

未だ人ひとり通らぬ朝の街 「祈りの路」と名づけて歩く
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